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研究成果の概要（和文）：希少疾患や独居高齢者の異変、さらには未発見の興味分野など、不頻出故に見過ごさ
れがちなコトやモノにこそ重要な発見や意義があるとの立場で、不頻出事象の発見と分類を行った。不頻出事象
の発生理由が、新規な事象であるほか、より細かなラベルが必要となったことに起因することが判明した。これ
らを踏まえて複数の分類手法を開発したものの、従来の性能を若干改善するに留まった。
具体的応用としては、希少疾患を例に、通常事例との見分けに可視化技術が有効であることを示した。さらに、
独居高齢者の異変検出のため、仮想スマートホームにおける行動シミュレータ及び異変検知手法を開発した。

研究成果の概要（英文）：On the standing point that rare events, such as rare diseases, anomaly of 
elderly living alone and interesting but unknown area, are more important than usual events, we have
 developed techniques for discovering rare events and classifying them. The reasons of occurrence of
 rare events were revealed to be "new" and devised from the necessity of finer labels. Accordingly, 
on the basis of these reasons, we developed some classifiers, but only a small amount of improvement
 was achieved by them.
As an application, on discovery of rate diseases, we have shown that visualization is useful for 
distinguishing rate events from ordinary events. For detecting anomalies of elderly living alone, we
 have developed a behavior simulator in a virtual smart home and detection algorithms of anomaly 
detection.   

研究分野：パターン認識
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研究成果の学術的意義や社会的意義
不頻出事象はこの世界にあまねく存在するものの、その希少性により扱いが難しい。本研究はそれらの分類につ
いての方法論を深化させた。特に、専門家でも難しい希少疾患の発見の一助になる方法を提示できたこと、スマ
ートホームを利用して独居高齢者の異変を検知する試みの基本的有効性を示せたことの意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
希少疾患や故障など、世の中には滅多に起きない事象や例
外的なできごとが多く存在する。数や種類においてはむしろ
よく起きる一般的な事象よりも多いこともある。不頻出であ
ることは、単に出現が稀であるという以外に、特定的（専門的）
であることや、新規なものであるということに起因すること
が多く、そのようなコトやモノを知ることは新しい気づきや
重要な発見につながる。しかし、一般的な非頻出事象の認識や
推論に関しては、事例の少なさによる学習の困難さに加え、成
功例数に基づく一般的な評価には貢献しないことからこれま
で殆ど研究されていない。本研究では、希少疾患の可能性示唆
など、不頻出なコトやモノの認識や発見を行う一般的枠組み
をパターン認識およびデータマイニング技術により確立す
る。 
 
２．研究の目的 
  
 これまで困難であった不頻出事象の分析と予測を理論面で検討するとともに各種方法論を実
践することを目的とする。理論面では、主にパターン認識における（エクストリーム）マルチラ
ベル分類の一つとして検討を行う。不頻出ラベルはロングテール分布の裾にあり、その希少性
（インバランス）から通常と別な方法論の構築が必要である。本研究では、不頻出ラベルの発生
原因の分析から始め、分類手法の確立を目指す。応用面では、希少疾患の分類および独居高齢者
の異変検知を行う。希少疾患を経験の浅い医師でも見分けられるような補助手段を開発する。独
居高齢者においては典型的な異変をスマートホームにおいて自動で検出する方式を開発する。 
 
３．研究の方法 
 
理論面での成果と応用面での方法論を順に述べる。 
【理論面】 
・（分析）（エクストリーム）マルチラベル分類のデータベースを利用してロングテール分布を調
べ、ヘッド部分とテール部分の相関を調べてテール部分にある希少ラベルの予測可能性を調べ
る。また、可視化技法を利用した分析も行う。 
・（分類）サンプルバランスの均一化を重視する手法とラベルに依存して有効な特徴を選出する
手法の 2手法を検討する。 
 
【応用面】 
・（希少疾患の分類）希少疾患データベースを利用して通常疾患との相違点を調べる。次に、こ
の相違点に基づいて分類器を構成する。超矩形を用いた方式と決定木（森）を用いた方式を基に 
希少疾患の検出率を重視した方法を構築する。分析として、可視化により、特定の疾患がどの通
常疾患に間違われやすいか、また、それは何故かを調べる。 
・（独居高齢者の異変検出）高齢者の異変は数秒間の変化である転倒から数か月に渡る変化であ
る準寝たきりなど多種多様である。そこで環境センサを配置したスマートホームにおいて典型
的な異変を検出する方法論を確立する。現実の異変データを獲得することはほぼ不可能なので
仮想空間でこれを行う。 
 
４．研究成果 
 
理論面での成果と応用面での成果を順に述べる。 
【理論面】 
・（発生原因と難しさの源泉）データセットに基づいて希少ラベル（テールラベル）の発生原因
を調べた。その結果、主な発生理由は、１）新規ラベルとして新たに認知されたため、２）これ
までよりも精密な分類が必要となり創出されたため、の二つであることが分かった。また、分類
の難しさは、事例の少なさ（インバランス）ばかりでなく、２）の発生理由からもわかるように、
多くの類似データに埋もれやすいため（オーバーラップ）であることが判明した。方法論として、
希少ラベルを強調した可視化による希少例の分析の有効性を示した。 
・（ロングテール分類への挑戦）超区間と決定木を用いた新たな分類手法を複数提案した。特徴
選択の有効性と階層化による実用的な分類の効果を確認したものの、希少ラベルの再現率を上
げる本質的な改善にはつながらなかった。 
・（可視化による分析）ラプラシアン固有マップをマルチラベルに対応できるように改良した。
加えて、教師付きに対応するように改良した。これらの非線形「埋め込み」手法は未知のサンプ
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ルを同じ方式で可視化できないという問題がある。そこで、カーネルの線形和を用いてこの方式
を模擬する方式を開発しその有効性をパラメータ選択で示した。 
 
【応用面】 
・（希少疾患の分類）極値理論に基づく分類方式を開発し
て分類性能の改善を図った。また、先に開発した可視化技
法を用いて、特定の希少疾患がどの通常疾患に間違われ
ている可能性が高いかを示すことで審査医を補助する方
式を提案した。 
・（独居高齢者の異変検出） 
独居高齢者の異変検出については、７つ程度の典型的な
異変をスマートホーム環境で検出することを考えた。現
実の異変データはほぼ入手困難であるため、仮想空間で
のシミュレーションにより異変検出を行うこととした。
そのため、異変を含む独居高齢者の日常生活を模擬する
シミュレータを開発し数年間の行動シミュレーションを
数十分で行えるようにした。転倒についてはこれまで以
上に多様な生活環境でも同程度の発見を行える手法を開発した。現在、現実とシミュレーション
との乖離を埋めつつ他の異変を併せて検出する方法を開発している。 
 

図 2行動シミュレーション．上から、部
屋を移動する高齢者、その移動に対応し
たスケジュール、6種類の異変と認知症
の進展に応じた異変頻度の増加グラフ 
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